
第 378回 東京大学図書行政商議会議事要旨 
 

 
日  時  平成 18年 4月 25日（火） 10:00～11:25 
場  所  総合図書館３階 大会議室 
出 席 者  ＜委員長＞西郷和彦 ＜副委員長＞廣瀬久和 ＜委 員＞大内尉義、山田一郎、佐藤 信、 

柴橋博資、長澤寛道、大森裕浩(代)、鹿児島誠一、根本 彰、斎藤 毅、山本一夫、舘 暲、 
三宅健介、佐藤比呂志、池本幸生、加瀬和俊、畑中研一、横山伊徳、多羽田哲也、 
川崎雅裕、金道浩一、堀 浩一                ※(代)は代理出席者     
＜ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ＞兵頭俊夫、岸田省吾 

欠 席 者  新井洋由、姜 尚中、木暮一啓 
列 席 者   笹川郁夫、川瀬正幸、関川雅彦、栃谷泰文、酒井清彦、市村櫻子、風巻利夫、仲 和子、 

高嶋秀介、二宮一郎、吉村悦子、吉田左貴子、本多 玄、山下智久、石川一樹、藤田英子、

松崎宣記 
 

配布資料  １ 第 377回図書行政商議会議事要旨 
     ２ 附属図書館運営委員会の構成と欠員状況 

３ 附属図書館運営委員会の委員選出キャンパス部会枠 
４ 附属図書館サービス特別委員会設置要項 
５ 附属図書館サービス特別委員会委員名簿(案) 
６ 総合図書館運営委員会委員の選出に関する申し合わせ 
７ 附属図書館研究開発室室員名簿(案) 
８ 図書館憲章 
９ 附属図書館プラン 
10平成 18年度 図書行政商議会開催日程(案) 
11附属図書館関係規則 

(附属図書館基本規則、図書行政商議会規則、附属図書館運営委員会規則、 
三図書館規則、三図書館運営委員会規則、附属図書館研究開発室規則) 

      追加：東京大学附属図書館中期目標･中期計画 
 
＜開 会＞ 
・西郷委員長の主宰のもとに開会した。 
・第 29期最初の商議会に当たり、出席委員の自己紹介の後、西郷委員長から、これまでに取り組ん 
できたこと及び今後の課題等について、報告を兼ねた挨拶があった。 

 ・川瀬総務課長から配布資料の確認があった。 
 
＜議 事＞ 
１．前回議事要旨の確定 
  西郷委員長から、第 377 回議事要旨を資料１のとおり確定し、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで公開した旨報告があった。 
２．協議事項 



(1)図書行政商議会副委員長の選出について 
  副委員長選出の選挙が行われ、法学政治学研究科 廣瀬久和教授が選出された。  
(2)附属図書館運営委員会委員の欠員補充について 
 本郷及び柏キャンパス部会の欠員補充が行われ、本郷キャンパス部会から理学系研究科の柴橋博資 
教授、柏キャンパス部会から物性研究所の金道浩一教授が選出された。 
(3)附属図書館サービス特別委員会委員の選出について               

西郷委員長から、名簿案（資料 5）が示され、案のとおり了承された。 

(4)総合図書館運営委員会委員の選出について                
西郷委員長による名簿案作成が了承された後、名簿案が配付され、案のとおり了承された。 

(5)駒場図書館運営委員会委員の指名について 

西郷委員長の名簿案作成が了承された後、名簿案が配付され、案のとおり了承された。 

 (6)附属図書館研究開発室員の推薦について 

  西郷委員長から、名簿案（資料 7）の方々を研究開発室員に推薦したい旨発言があり、案のとおり 

了承された。  

 

３．報告事項 

(1)基盤的学術資料購入経費の安定的確保について 

    西郷委員長から、前回の商議会での議論内容は議事要旨のとおりであるが、商議会で了承された 

  方向性で、５月９日の科所長会議に提案すべく、役員会で準備中である旨報告があった。 

(2)図書館憲章について                             

  西郷委員長から、資料 8のとおり本商議会で了承されたが、役員会においても図書館の大学として 

の位置付けが了承され、総長裁定の憲章として認められた旨報告があった。 

 

４．その他 

(1)附属図書館プランについて                          

  西郷委員長から、本プラン（資料 9）は、前回の商議会において了承されたもので、中期目標・ 

計画の下に位置付け、具体的な目標･計画を実現するための宣言である旨の説明があった。 

 なお、内容等について意見のある方は、総務課長まで問い合わせいただきたい旨補足説明があった。 

 (2)平成 18 年度図書行政商議会開催日程(案)について                

  西郷委員長から、本年度の図書行政商議会を資料 10 のとおり定例で開催したい旨発言があり了承 

された。なお、必要に応じて、メールも利用したい旨発言があった。 


